
動
詞
「
似
る
」
の
意
味
用
法
に
つ
い
て

　
　
　
ー
平
安
初
・
中
期
の
仮
名
文
を
中
心
に
ー

一
、
は
じ
め
に

　
　
『
枕
草
子
』
に
次
の
よ
う
な
用
例
が
あ
る
。
（
以
下
、
傍
線
、
波

線
は
稿
者
）

ま
た
、
わ
ざ
と
と
り
た
て
て
人
め
か
す
べ
く
も
あ
ら
ぬ
さ
ま
な
れ

ど
、
か
ま
つ
か
の
花
ら
う
た
げ
な
り
。
名
も
う
た
て
あ
な
る
。
雁

の
来
る
花
と
ぞ
文
字
に
は
書
き
た
る
。
か
に
ひ
の
花
、
色
は
濃
か

　
　
　
　
　
　
　
ｊ
　
　
　
　
　
ｌ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

ら
ね
ど
、
藤
の
花
と
い
と
よ
く
（
Ｉ
）
似
て
、
春
秋
と
咲
く
が
を

か
し
き
な
り
。

　
萩
、
い
と
色
ふ
か
う
、
枝
た
を
や
か
に
咲
き
た
る
が
、
朝
露
に

ぬ
れ
て
な
よ
な
よ
と
ひ
ろ
ご
り
ふ
し
た
る
、
さ
牡
鹿
の
わ
き
て
立

ち
馴
ら
す
ら
ん
も
、
心
こ
と
な
り
。
ハ
重
山
吹
。
夕
顔
は
、
花
の

　
　
　
　
　
　
ー
　
　
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―

か
た
ち
も
朝
顔
に
（
２
）
似
て
、
い
ひ
つ
づ
け
た
る
に
、
い
と
を

森
　
脇
　
茂
　
秀

か
し
か
り
ぬ
べ
き
花
の
姿
に
、
宵
の
あ
り
さ
ま
こ
そ
、
い
と
く
ち

を
し
け
れ
。
な
ど
さ
は
た
生
ひ
出
で
け
ん
。
ぬ
か
づ
き
な
ど
い
ふ

も
の
の
や
う
に
だ
に
あ
れ
か
し
。
さ
れ
ど
、
な
ほ
夕
顔
と
い
ふ
名

ば
か
り
は
を
か
し
。
し
も
つ
け
の
花
。
葦
の
花
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
こ
れ
に
薄
を
入
れ
ぬ
、
い
み
じ
う
あ
や
し
と
人
い
ふ
め
り
。
秋
　
　
　
2
1

の
野
の
お
し
な
べ
た
る
を
か
し
さ
は
薄
こ
そ
あ
れ
。
穂
さ
き
の
蘇
　
　
　
一

紡
に
い
と
濃
き
が
、
朝
霧
に
ぬ
れ
て
う
ち
な
び
き
た
る
は
、
さ
ば

か
り
の
物
や
は
あ
る
。
秋
の
は
叉
ぞ
、
い
と
見
ど
こ
ろ
な
き
。
色
々

に
み
だ
れ
咲
き
た
り
し
花
の
、
か
た
ち
も
な
く
散
り
た
る
に
、
冬

の
末
ま
で
、
か
し
ら
の
い
と
し
ろ
く
お
ほ
ど
れ
た
る
も
知
ら
ず
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｊ

む
か
し
思
ひ
出
顔
に
、
風
に
な
び
き
て
か
ひ
ろ
ぎ
立
て
る
、
人
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

こ
そ
い
み
じ
う
（
３
）
似
た
れ
。
よ
そ
ふ
る
心
あ
り
て
、
そ
れ
を

し
も
こ
そ
、
あ
は
れ
と
思
ふ
べ
け
れ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
六
七
段
　
１
０
６
頁
）



　
こ
こ
で
、
問
題
と
な
る
の
は
、
（
Ｉ
）
で
あ
る
。
通
常
、
動
詞

「
似
る
」
の
場
合
、
（
２
）
（
３
）
の
よ
う
に
上
接
す
る
助
辞
は
「
に
」

で
、
「
～
に
似
る
」
形
で
あ
る
が
、
当
該
箇
所
に
お
い
て
は
、
「
似

る
」
に
上
接
す
る
格
助
詞
が
「
と
」
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
（
１
）
は
、
「
三
巻
本
」
本
文
で
「
と
似
る
」
形
で
あ
る

が
、
当
該
箇
所
の
「
能
因
本
」
本
文
で
は
「
に
」
と
な
っ
て
お
り
、

直
ち
に
「
と
似
る
」
形
の
確
定
例
と
し
て
扱
う
こ
と
に
注
意
を
要

す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
（
２
）
、
（
３
）
の
「
似
る
」
に
上
接
す

る
助
詞
は
「
三
巻
本
」
「
能
因
本
」
本
文
共
に
「
に
」
で
あ
り
、

「
ゆ
れ
」
は
生
じ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
「
似
る
」
と
い
う
動
詞
に
つ
い
て
、
『
時
代
別
国
倍
大
辞

典
　
上
代
編
』
で
は
、
「
あ
る
も
の
が
そ
れ
以
外
の
も
の
と
類
似

点
を
持
つ
こ
と
を
い
う
語
で
、
比
喩
を
表
す
た
め
に
用
い
ら
れ
る
。

そ
の
点
て
ゴ
ト
シ
に
近
い
と
い
え
る
。
」
と
指
摘
し
て
お
り
｛
注
’
‐
｝
、

所
謂
「
比
況
」
表
現
と
い
っ
た
観
点
か
ら
の
考
察
の
必
要
性
も
ま

た
存
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
ら
れ
る
。

二
、
現
代
語
に
お
け
る
「
似
る
」
の
用
法

　
現
代
語
に
お
け
る
動
詞
「
似
る
」
に
つ
い
て
、
「
似
る
」
は
、

「
似
て
非
な
る
」
と
か
「
似
た
り
寄
っ
た
り
」
等
の
慣
用
句
に
出

現
す
る
以
外
に
は
、
「
似
れ
ば
」
、
「
似
ろ
」
（
「
似
よ
」
）
形
は
稀
で
。

　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
‐

大
抵
の
場
合
は
、
「
似
て
い
る
」
、
或
い
は
「
似
た
」
等
の
語
形
で

出
現
す
る
。
換
言
す
れ
ば
、
現
代
語
の
動
詞
「
似
る
」
の
場
合
に

は
、
使
用
さ
れ
る
活
用
形
は
、
殆
ど
の
場
合
「
連
用
形
」
で
あ
る

と
も
考
え
ら
れ
よ
う
（
注
乙
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
但
し
、
終
止
形
、
未
然
形
は
用
例
が
検
出
で
き
る
。
ま
ず
、
「
似
　
　
　
2
2

る
」
と
い
う
単
独
形
、
即
ち
「
終
止
形
」
で
使
用
さ
れ
た
場
合
に
　
　
　
一

は
、
限
定
さ
れ
た
用
法
で
あ
り
、
例
え
ば
、
提
示
さ
れ
た
文
（
「
大

　
　
　
　
　
－

は
飼
い
主
に
似
る
」
等
）
の
中
で
あ
る
等
と
い
っ
た
、
そ
こ
に
は

「
文
語
的
」
で
あ
る
、
と
か
、
「
書
き
言
葉
的
」
で
あ
る
、
と
い
っ

た
、
何
ら
か
の
「
文
体
論
的
要
素
」
が
想
定
さ
れ
る
、
と
考
え
ら

れ
る
。

　
次
に
、
否
定
形
に
つ
い
て
、
「
似
て
い
る
」
「
似
た
」
に
比
べ
て

数
は
少
な
い
も
の
の
、
用
例
が
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
「
似
な
い
」

形
は
、
稿
者
自
身
は
、
使
用
し
な
い
語
形
で
あ
る
が
、
イ
ン
タ
ー



ネ
ッ
ト
上
な
ど
で
は
検
索
で
き
、
例
え
ば
、
モ
デ
ル
と
な
っ
た
イ

ラ
ス
ト
と
自
身
の
描
い
た
も
の
が
「
似
な
い
」
と
タ
イ
ト
ル
化
し

て
い
る
、
等
が
散
見
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
中

で
、
タ
イ
ト
ル
で
は
「
似
な
い
」
で
あ
っ
て
も
、
実
際
の
書
き
込

み
な
ど
で
は
「
似
て
い
な
い
」
と
し
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
こ
れ

ら
の
「
似
な
い
」
は
「
主
体
の
意
図
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
は
ず

れ
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
を
表
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
。

「
似
ず
」
形
も
用
い
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
「
書
き
言
葉
的
」
で
あ

る
、
と
い
っ
た
「
終
止
形
」
と
同
様
の
性
質
を
有
し
て
い
る
、
と

考
え
ら
れ
る
。

　
そ
う
い
っ
た
現
代
語
の
動
詞
「
似
る
」
に
つ
い
て
、
『
基
礎
日

本
語
辞
典
』
｛
注
３
｝
は
、
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

・
現
在
の
状
態
「
聳
え
る
、
似
る
、
す
ぐ
れ
る
」
等
の
状
態
を
表
す

動
詞
に
「
で
い
る
」
が
付
く
と
、
現
在
の
継
続
的
な
状
態
を
表
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
５
９
頁
）

〔
分
析
１
〕
「
似
る
」
で
と
ら
え
ら
れ
る
対
象
は
、
人
・
物

事
柄
お
よ
び
事
象
な
ど
広
く
、
ほ
と
ん
ど
森
羅
万
象
す
べ
て
が

「
似
る
」
の
対
象
領
域
に
含
ま
れ
る
。

・
　
〔
分
析
２
〕
「
似
る
」
で
と
ら
え
る
類
似
点
は
、
具
体
的
な
形

状
・
色
彩
・
性
質
・
・
・
・
・
・
等
で
あ
る
が
、
表
現
上
は
必
ず

し
も
、
（
略
）
細
か
く
言
わ
な
い
。
「
似
る
」
は
、
似
る
属
性
主
同

士
で
対
比
す
る
の
が
自
然
な
用
法
な
の
で
あ
る
。

・
　
〔
分
析
３
〕
「
似
る
」
は
状
態
性
を
表
す
動
詞
な
の
で
「
Ｂ
二

似
て
い
る
」
「
Ｂ
ニ
似
だ
Ａ
」
の
形
で
多
く
用
い
る
。
辞
書
形
「
Ｂ

二
似
る
」
の
使
用
例
は
そ
う
多
く
な
い
。
（
略
）
瞬
間
動
作
「
じ

－23－

き
似
る
で
し
ょ
う
」
と
か
「
す
ぐ
似
る
」
「
昨
日
似
た
」
の
よ
う

な
言
い
方
を
持
だ
な
い
。
状
態
変
化
と
し
て
は
「
だ
ん
だ
ん
似
て

く
る
／
似
て
き
た
」
の
よ
う
に
「
～
で
く
る
」
に
よ
っ
て
表
す
。

用
法
上
、
制
約
の
多
い
状
態
動
詞
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
９
８
～
８
９
９
頁
）

　
こ
れ
ら
の
指
摘
は
、
「
似
る
」
の
意
味
用
法
に
つ
い
て
、
大
変

示
唆
に
富
む
、
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
現
代
語
の
「
似
る
」
に
つ
い
て
、
上
接
す
る
格
助
詞
と



の
関
係
に
着
目
し
た
鈴
木
英
夫
氏
の
論
考
が
あ
り
、
そ
れ
を
示
す

と
次
の
よ
う
に
な
る
’
注
４
）
ｏ

　
・
明
治
期
以
降
の
文
学
作
品
で
は
「
～
に
似
る
」
が
二
七
八
州

と
、
「
～
と
似
る
」
の
三
六
州
多
圧
倒
的
に
引
き
離
し
て
多
い
。
新

聞
資
料
（
朝
日
新
聞
　
平
成
コ
ー
年
コ
ー
月
分
）
で
は
、
ス
ビ

例
対
六
八
州
と
差
は
縮
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
本
来
「
似
る
」

は
二
に
下
接
す
る
も
の
で
あ
り
、
ト
に
下
接
す
る
よ
う
に
な
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

の
は
明
治
以
降
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
た
め
と
思
わ
れ
る
。
「
～

と
似
る
」
が
使
わ
れ
出
し
だ
の
は
、
夏
目
漱
石
あ
た
り
か
ら
で
は（

４
６
頁
）

あ
る
。

　
Ｉ

Ａ
が
具
体
的
な
種
を
、
Ｂ
が
よ
り
上
位
の
集
合
を
示
す
場

　
　
　
　
－

合
（
赤
銅
に
似
た
魚
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

　
ｎ
　
Ｂ
が
、
Ａ
と
外
的
な
類
似
を
示
す
場
合
（
野
武
士
に
似
た

　
　
　
風
貌
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

　
Ⅲ
　
Ｂ
が
、
Ａ
と
内
的
な
類
似
を
示
す
場
合
（
怨
み
に
似
た
気

　
　
　
哲

そ
れ
に
対
し
て
、
「
Ａ
と
似
た
Ｂ
」
で
は
、
Ａ
は
特
殊
な
事
柄
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

示
す
こ
と
が
多
い
。
（
第
一
次
大
戦
末
期
の
ド
イ
ツ
と
似
た
状
況
）
　
　
　
一

「
Ａ
に
似
た
Ｂ
」
の
場
合
は
、
Ａ
と
Ｂ
は
ご
く
自
然
な
、
客
観
的
　
　
　
2
4

な
類
似
を
示
し
て
い
る
の
に
対
し
、
「
Ａ
と
似
た
Ｂ
」
の
場
合
は
、
　
　
　
一

両
者
を
結
び
つ
け
る
の
は
、
表
現
主
体
の
主
観
が
大
き
く
関
わ
っ

て
く
る
。
そ
の
点
、
「
か
ら
」
と
「
の
で
」
の
違
い
に
似
て
い
る
と

い
え
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
７
頁
）

Ｉ
　
ほ
と
ん
ど
の
用
例
は
「
Ａ
に
／
と
似
た
Ｂ
」
「
Ｂ
は
Ａ
に
／

　
　
と
似
て
い
る
」
と
い
う
形
式
の
も
の
で
あ
る
。

２
　
打
消
表
現
に
は
普
通
二
が
使
わ
れ
、
「
Ａ
に
似
な
い
（
ず
）
」

な
い
か
。
（
略
）
　
一
つ
の
動
詞
が
二
と
も
ト
と
も
共
起
す
る
場
合
、

ト
が
上
接
す
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
多
く
は
明
治
以
降
で
あ
っ
て
、

翻
訳
の
影
響
に
よ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
に
思
う
。

　
・
「
Ａ
に
似
た
Ｂ
」
と
「
Ａ
と
似
た
Ｂ
」
と
で
は
、
文
学
作
品

で
は
前
者
が
圧
倒
的
に
多
い
が
、
二
の
場
合
は
、
上
接
す
る
名
詞

が
日
常
的
で
、
具
体
的
な
も
の
が
多
い
。
身
近
な
も
の
を
比
較
の

基
準
に
挙
げ
て
、
Ｂ
の
外
見
や
状
況
、
心
理
な
ど
を
示
す
用
法
で



　
　
と
な
る
。

３
　
「
似
た
よ
う
な
」
に
は
、
多
く
ト
が
上
接
し
、
「
Ａ
と
似
た

　
　
よ
う
な
」
と
な
る
。

４
　
「
Ａ
と
似
た
Ｂ
」
に
読
点
が
付
け
ら
れ
る
時
に
は
、
読
点
は

　
　
ト
の
下
に
来
て
「
Ａ
と
、
似
た
Ｂ
」
と
な
る
。

５
　
語
句
が
挿
入
さ
れ
る
場
合
は
、
「
Ａ
と
・
・
・
・
・
・
似
た

　
　
Ｂ
」
と
な
る
。

６
　
「
Ａ
に
似
た
Ｂ
」
に
読
点
が
付
け
ら
れ
る
場
合
は
、
「
Ａ
に

　
　
似
た
、
Ｂ
」
と
な
る
。

７
　
「
Ａ
に
」
と
「
似
た
」
の
間
に
挿
入
さ
れ
る
の
は
「
よ
く
」

　
　
ぐ
ら
い
で
、
こ
れ
は
あ
ま
り
多
く
は
な
い
。

８
　
不
定
称
の
下
に
は
、
二
が
下
接
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
１
頁
）

　
そ
し
て
、
「
似
る
」
に
上
接
す
る
場
合
に
つ
い
て
詳
し
く
精
査

す
る
こ
と
よ
り
導
き
出
さ
れ
た
、
助
詞
「
に
」
「
と
」
の
用
法
に

つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
。

「
似
る
」
と
共
起
す
る
場
合
の
二
と
ト
の
違
い
は
、
二
が
二
つ

の
事
柄
の
客
観
的
な
類
似
を
指
摘
す
る
の
に
対
し
、
ト
は
表
現
主

体
の
主
観
的
な
把
握
に
基
づ
く
類
似
を
提
示
す
る
と
言
え
る
。
こ

う
し
た
二
と
ト
の
用
法
は
、
「
似
る
」
以
外
で
は
「
な
る
」
に
も

見
ら
れ
動
作
＝
状
態
動
詞
場
合
の
二
と
ト
の
用
法
と
言
え
よ
う
。

そ
れ
に
対
し
て
、
動
作
動
詞
の
場
合
は
、
二
と
ト
は
動
作
・
作
用

の
方
向
性
に
関
わ
り
、
ニ
は
一
方
的
な
、
ト
は
双
方
的
な
動
作
・

作
用
を
表
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
１
頁
）

　
右
の
考
察
結
果
の
中
で
「
「
～
と
似
る
」
が
使
わ
れ
出
し
た
の

は
、
夏
目
漱
石
あ
た
り
か
ら
で
は
な
い
か
。
」
と
の
ご
推
考
は
、
既

出
「
枕
草
子
」
（
１
）
の
用
例
と
を
考
え
た
場
合
、
現
代
語
の
意

味
用
法
の
分
析
と
共
に
、
動
詞
「
似
る
」
の
史
的
考
察
の
必
然
性

も
ま
た
存
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
現
代
語
で
「
用
法
上
、
制

約
の
多
い
状
態
動
詞
で
あ
る
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
「
似
る
」
に

つ
い
て
、
現
代
語
の
用
法
を
考
察
し
た
結
果
を
踏
ま
え
つ
つ
、
史

的
観
点
か
ら
、
今
回
は
、
平
安
初
：
甲
期
の
仮
名
文
を
中
心
に
を

対
象
に
、
そ
の
意
味
用
法
を
考
察
し
て
み
た
い
、
と
思
う
。
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三
－
一

「
似
る
」
用
例
数
概
観

上
代
で
甲
古
に
於
け
る
「
似
る
」

く表０「似る」用例表

の
各
作
品
中
の
用
例
数
を
表
に
し
て
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
（
（
表
Ｉ
〉
）

作　品　名 成立年代 用例数 備　　　考

万葉集 (759) 15 歌語甜語なレ槌には甜語あり

東大寺講話文稿 （830？） ０

竹取物語 （859？） ３ 「似ず」のみ

古今和歌集 (905) ２ 仮名序に　１

延喜式祝詞 (905-927) ０

伊勢物語 （900？） ４ 全て否定語

土左日記 (935) ６ 否定語　３

後撰和歌集 (9肘) ５

大和物語 (956) ９ 否定語　５

蜻蛉日記 (974) ８ 否定語　５

三宝絵詞 (984) ５ 否定語　２

落窪物語 (988) ９ 否定語　７

枕草子 (1002) ２１ 否定語　７　似す　４

和泉式部日記 (1004) ０

源氏物語 (1008) 132 否定語　89　似たり　42

紫式部日記 (1008) ４

堤中納言物語 (1005) ６ 似す　　２

夜半の寝覚 (平安末期) １７ 否定語　13

更級日記 (1060) ４

大鏡 (1086) ３

今昔物語集 (1106～40) 62

法華百座間書抄 (1110) ３ 否定語「似ズ」３

古本説話集 (H26～ ５ 否定語　４

佛教説話集 1201） ２

副歌和歌集 (1140) ０

梁塵秘抄 (1151) ２

三枚指帰住 (n69) ６

宝物集 (院政後期) １ 似す　１

千載和歌集 (1178) １

宇治拾遺物語 (1188) 18

方丈記 (1210頃) ４

保元物語 (1212) ７

平絵物語 (1221) ７

宝物集 (1221?) ２ 否定語「似ズ」１

徒然草 (鎌倉初期) 17

天正狂言本 (1330頃) ５

大蔵虎明本狂言集 (1578?) 34

計 (1642) ４２９
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以
下
、
作
品
に
即
し
て
「
似
る
」
を
分
析
し
て
行
く
。

三
－
ニ
、
「
万
葉
集
」
中
の
「
似
る
」

　
　
「
万
葉
集
」
中
で
は
、
和
歌
中
に
歌
語
と
し
て
1
5
例
、
題
詞
・

左
注
に
９
例
「
似
る
」
の
用
例
が
存
し
、
萬
葉
仮
名
表
記
は
全
て

「
似
」
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
「
歌
語
」
と
し
て
の
「
似
る
」
は
、

（
１
）
め
づ
ら
し
と
わ
が
思
ふ
君
は
秋
山
の
初
黄
葉
（
は
つ
も
み

　
　
　
　
ー

　
　
　
　
－

ち
ば
）
に
似
て
こ
そ
あ
り
け
れ

右
の
一
首
は
、
長
忌
寸
（
な
が
の
い
み
き
）
の
娘
（
を
と
め
）
の

な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
ハ
　
ー
５
８
４
）

（
２
）
冬
十
二
月
十
二
日
に
、
歌
ぶ
所
の
諸
王
臣
子
等
の
、
葛
井

連
廣
成
の
家
に
集
ひ
で
宴
す
る
歌
二
首

比
来
古
ぶ
盛
に
興
り
て
、
古
歳
漸
く
晩
れ
ぬ
。
理
共
に
古
情
を
霊

し
て
、
同
に
古
歌
を
唱
ふ
べ
し
。
故
に
此
の
趣
に
擬
へ
て
、
輯
ち

古
曲
二
節
を
献
る
。
風
流
意
気
の
士
、
償
し
此
の
集
の
中
に
在
ら

ば
、
争
ひ
で
念
を
登
し
、
心
心
に
古
醵
に
和
せ
よ
。

わ
が
屋
戸
（
や
ど
）
の
梅
咲
き
た
り
と
告
げ
や
ら
ば
来
（
こ
）
ち

　
　
ー

　
　
－

ふ
に
似
た
り
散
り
ぬ
と
も
よ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
六
　
１
０
１
１
）

（
３
）
　
　
　
同
じ
石
川
女
郎
、
さ
ら
に
大
伴
田
主
中
郎
に
贈
る
歌

一
首

わ
が
聞
き
し
耳
に
よ
く
鯛
刺
草
（
あ
し
）
の
う
れ
の
足
痛
（
あ
し
　
　
2
7

ひ
）
く
わ
が
背
勤
め
た
ぶ
べ
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

右
、
中
郎
の
足
の
疾
（
や
ま
ひ
）
に
依
り
て
、
こ
の
歌
を
贈
り
て

問
訊
（
と
ぶ
ら
）
ふ
そ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
二
　
１
２
８
）

　
　
　
　
－

　
　
　
　
－

（
４
）
君
に
似
る
草
と
見
し
よ
り
わ
が
標
（
し
）
め
し
野
山
の
浅

茅
人
な
刈
り
そ
ね

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
七
　
１
３
４
７
）

（
１
）
、
（
２
）
は
「
似
る
」
の
連
用
形
で
、
（
Ｉ
）
は
「
に
似
て
あ



り
」
形
、
（
２
）
は
［
に
似
た
り
］
形
と
な
っ
て
い
る
。
（
３
）
、

（
４
）
は
連
体
形
で
、
共
に
「
Ａ
に
似
る
Ｂ
１

‐
｡
形
で
あ
る
が
、
（
３
）

は
、
「
に
」
と
「
似
る
」
と
の
間
に
「
よ
く
」
が
あ
り
、
こ
れ
は

「
「
Ａ
に
」
と
「
似
た
」
の
間
に
挿
入
さ
れ
る
の
は
「
よ
く
」
ぐ
ら

い
で
、
こ
れ
は
あ
ま
り
多
く
は
な
い
。
」
と
す
る
、
現
代
語
「
似

る
」
の
用
法
と
同
質
で
あ
る
、
と
考
え
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
「
万
葉
集
」
中
の
「
似
る
」
は
、
歌
語
と
し
て
用
い
ら

れ
た
場
合
、
否
定
語
と
共
起
し
た
例
は
見
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と

も
、
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。
「
似
る
」
は
、
後
世
、
否
定
詰
と
直

接
共
起
し
た
用
例
が
数
多
く
存
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
（
５
）
、

（
６
）
の
よ
う
に
、
助
詞
「
か
」
と
共
起
し
た
例
が
存
し
て
い
る
。

（
５
）
あ
な
醜
（
み
に
く
）
賢
（
さ
か
）
し
ら
を
す
と
酒
飲
ま
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

人
を
よ
く
見
れ
ば
猿
に
か
も
似
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
三
　
３
４
４
）

（
６
）
　
単
（
よ
）
ぢ
折
れ
る
保
育
葉
（
ほ
ほ
が
し
は
）
を
見
る

歌
二
首

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

わ
が
背
子
（
せ
こ
）
が
捧
げ
て
持
て
る
ほ
ほ
が
し
は
あ
た
か
も
似

－剖
か
青
き
蓋
（
き
ぬ
が
さ
）

講
師
僧
忠
行
の
な
り
。

（
巻
十
九
　
４
２
０
４
）

助
詞
「
か
」
は
、
［
未
定
］
と
い
う
点
て
、
「
否
定
」
と
共
通
性
が

あ
る
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
よ
う
に
、
歌
語
と

し
て
は
「
万
葉
集
」
に
お
い
て
、
否
定
語
と
直
接
共
起
し
た
例
は

な
い
の
で
あ
る
が
、
題
詞
・
左
注
に
は
、
（
７
）
に
示
す
よ
う
に
、

（
７
）
　
へ
そ
が
た
の
林
の
さ
き
の
秋
野
榛
（
さ
の
は
り
）
の
衣
に

着
く
な
す
目
に
つ
く
わ
が
背

　
　
　
　
　
　
－

　
　
　
　
　
　
１

［
左
洋
一
右
一
首
歌
今
案
不
似
和
歌
　
但
蕪
本
敏
子
此
次

（
右
一
首
の
歌
は
、
今
案
（
か
む
が
）
ふ
る
に
、
和
（
こ
た
）
ふ

　
　
ー

る
歌
に
偏
司
。
た
だ
し
、
菌
本
こ
の
次
（
つ
ぎ
て
）
に
敏
す
。
）

と
あ
り
、
否
定
語
「
ず
」
と
共
起
し
た
例
を
見
出
す
こ
と
が
出
来

る
の
で
あ
る
。
「
題
詞
・
左
注
」
と
い
っ
た
、
漢
文
体
に
出
現
し

た
「
似
」
に
は
、
否
定
語
と
共
起
し
て
い
る
用
法
が
存
し
て
い
る
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と
い
う
点
は
、
動
詞
「
似
る
」
の
語
性
を
考
え
る
上
で
重
要
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。

三
一
三
、
「
古
今
和
歌
集
」
中
の
「
似
る
」

　
　
「
古
今
和
歌
集
」
に
は
２
例
、
ま
た
「
仮
名
序
」
に
１
例
「
似

る
」
の
用
例
が
存
す
る
。

　
　
　
　
　
　
－

　
　
　
　
　
　
－

（
Ｉ
）
う
つ
せ
み
の
世
に
も
に
た
る
か
　
花
ざ
く
ら
　
さ
く
と
み

し
ま
に
か
つ
ち
り
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
二
　
春
歌
下
　
７
３
）

（
２
）
　
よ
み
人
し
ら
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

　
月
夜
よ
し
よ
よ
し
と
人
に
つ
げ
や
ら
ば
こ
て
ふ
に
に
た
り
　
ま

た
ず
し
も
あ
ら
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
（
巻
十
四
　
恋
歌
四
　
６
９
２
）

（
３
）
を
の
の
こ
ま
ち
は
、
い
に
し
へ
の
そ
と
ほ
り
ひ
め
の
流
な

り
。
あ
は
れ
な
る
や
う
に
て
、
つ
よ
か
ら
ず
。
い
は
ば
、
よ
き
を

　
　
　
　
　
　
　
　
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
－

う
な
の
、
な
や
め
る
と
こ
ろ
あ
る
に
に
た
り
。
つ
よ
か
ら
ぬ
は
、

を
う
な
の
う
た
な
れ
ば
な
る
べ
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
仮
名
序
」
　
１
０
１
頁
）

「
古
今
和
歌
集
」
中
の
「
似
る
」
は
、
（
―
）
、
（
２
）
、
（
３
）
共
に

「
似
た
り
」
と
助
動
詞
「
た
り
」
が
承
接
し
た
語
形
で
あ
り
、
ま

た
上
接
す
る
助
詞
は
「
に
（
も
）
」
で
「
に
（
も
）
似
た
り
」
形

で
あ
る
。
こ
の
点
、
「
古
今
和
歌
集
」
中
の
「
似
る
」
は
、
統
一

し
た
用
法
で
あ
る
、
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ま
た
、
「
似
る
」
の
対
象
は
、
（
Ｉ
）
「
う
つ
せ
み
の
世
」
、
（
２
）

は
、
前
述
「
万
葉
集
」
（
２
）
と
関
連
し
て
お
り
庁
亘
、
『
大
系
』

頭
注
に
「
こ
て
ふ
に
に
た
り
」
「
い
ら
っ
し
ゃ
い
と
い
う
よ
う
だ
」

と
あ
る
よ
う
に
、
「
こ
（
て
ふ
）
」
、
（
３
）
は
「
（
な
や
め
る
と
こ

ろ
）
あ
る
」
で
あ
り
、
や
や
抽
象
化
し
た
概
念
と
し
て
捉
え
る
も

の
が
、
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
（
１
）
は
、
疑
問
助
辞
「
か
」

が
後
接
し
て
お
り
、
『
万
葉
集
』
中
の
用
法
と
同
一
で
あ
る
が
、
直

截
的
に
否
定
語
と
共
起
し
た
例
は
存
し
て
い
な
い
、
と
い
う
こ
と

も
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
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三
－
四
、
「
竹
取
物
語
」
、
「
伊
勢
物
語
」
中
の
「
似
る
」

　
　
「
竹
取
物
語
」
中
の
、
「
似
る
」
は
３
例
で
あ
る
が
、
「
万
葉
集
」

「
古
今
和
歌
集
」
と
明
ら
か
に
相
違
し
、
「
似
ず
」
と
い
う
語
形
の

み
で
、
否
定
語
と
共
に
用
い
ら
れ
て
い
る
点
、
こ
れ
ま
で
の
用
法

と
は
異
な
る
。
こ
れ
は
、
漢
文
訓
読
語
「
シ
ク
」
が
、
「
主
と
し

て
上
代
の
資
料
や
漢
文
訓
読
資
料
に
認
め
ら
れ
る
。
訓
読
資
料
で

は
「
し
か
ず
」
「
し
か
む
や
」
な
ど
の
形
が
多
い
。
」
（
注
６
）
等
と
指

摘
さ
れ
る
こ
と
と
の
類
似
性
を
想
定
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

（
１
）
さ
て
、
か
ぐ
や
姫
、
か
た
ち
の
、
世
に
似
ず
め
で
た
き
こ

と
を
、
御
門
き
こ
し
め
し
て
、
内
侍
な
か
と
み
の
ふ
さ
こ
に
の
た

ま
ふ
、
「
多
く
の
人
の
身
を
い
た
づ
ら
に
な
し
て
あ
は
ざ
な
る
か
ぐ

や
姫
は
、
い
か
ば
か
り
の
女
ぞ
と
、
ま
か
り
て
見
て
ま
ゐ
れ
」
と

の
給
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
竹
取
物
語
」
御
門
の
求
婚
　
５
３
頁
）

（
２
）
（
略
）
翁
答
へ
て
い
は
く
、
「
天
下
の
事
は
、
と
あ
り
と
も
、

か
ｙ
り
と
も
、
み
命
の
危
さ
こ
そ
、
大
き
な
る
障
り
な
れ
ば
、
猶

仕
う
ま
つ
る
ま
じ
き
事
を
、
ま
ゐ
り
て
申
さ
ん
」
と
て
、
ま
ゐ
り

て
中
す
や
う
、
「
仰
の
事
を
か
し
こ
さ
に
、
か
の
童
を
、
ま
ゐ
ら

せ
む
と
て
仕
う
ま
つ
れ
ば
、
宮
仕
へ
に
出
し
立
て
ば
死
ぬ
べ
し
、

と
申
す
。
宮
つ
こ
ま
ろ
が
手
に
生
ま
せ
た
る
子
に
も
あ
ら
ず
。
昔
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

山
に
て
見
つ
け
た
る
。
か
ゝ
れ
ば
、
心
ば
せ
も
世
の
人
に
似
ず
侍

（
り
）
」
と
奏
せ
さ
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
竹
取
物
語
」
５
６
頁
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

（
３
）
　
立
て
る
人
ど
も
は
、
装
束
の
清
ら
な
る
こ
と
、
物
に
も
似

－－
ず
。
飛
車
一
つ
具
し
た
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
竹
取
物
語
」
６
３
頁
）

　
ま
た
「
竹
取
物
語
」
で
は
［
似
る
］
は
、
こ
れ
ま
で
同
様
。

フ
・
・
に
（
も
）
似
る
」
形
を
と
り
、
そ
の
対
象
は
、
（
Ｉ
）
「
か

た
ち
」
が
「
よ
」
に
（
２
）
「
心
ば
せ
」
が
「
よ
の
ひ
と
」
に
（
３
）

「
装
束
の
清
ら
な
る
こ
と
」
が
「
も
の
」
に
、
で
あ
り
、
「
似
ず
」

は
「
類
の
な
い
」
と
い
う
こ
と
、
即
ち
「
比
況
」
表
現
と
同
質
の

用
法
と
な
っ
て
い
る
、
と
考
え
ら
れ
る
。
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ま
た
、
「
伊
勢
物
語
」
中
の
「
似
る
」
に
つ
い
て
。

（
４
）
む
か
し
、
紀
の
有
常
と
い
み
人
有
り
け
り
。
み
世
の
帝
に

つ
か
う
ま
つ
り
て
、
時
に
あ
ひ
け
れ
ど
、
後
は
世
か
は
り
時
う
つ

り
に
け
れ
ば
、
世
の
常
の
人
の
ご
と
も
あ
ら
ず
。
人
が
ら
は
、
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

う
つ
く
し
く
あ
て
は
か
な
る
こ
と
を
好
み
て
、
こ
と
人
に
も
似
男
。

貧
し
く
経
て
も
、
猶
む
か
し
よ
か
り
し
時
の
心
な
が
ら
、
世
の
常

の
こ
と
も
知
ら
ず
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
伊
勢
物
語
」
十
六
段
）

（
５
）
む
か
し
、
東
の
五
條
に
太
后
の
宮
お
は
し
ま
し
け
る
、
西

の
對
に
住
む
人
有
り
け
り
。
そ
れ
を
本
意
に
は
あ
ら
で
心
ざ
し
ふ

か
仙
り
け
る
人
、
行
き
と
ぶ
ら
ひ
け
る
を
、
む
月
の
十
目
ば
か
り

の
ほ
ど
に
、
ほ
か
に
か
く
れ
に
け
り
。
あ
り
ど
こ
ろ
は
聞
け
ど
、

人
の
行
き
通
ふ
べ
き
所
に
も
あ
ら
ざ
り
け
れ
ば
、
猶
憂
し
と
思
ひ

つ
な
な
ん
あ
り
け
る
。
又
の
年
の
む
月
に
、
む
め
の
花
ざ
か
り
に
、

去
年
を
憲
ひ
て
行
き
て
、
立
ち
て
見
、
ゐ
て
見
見
れ
ど
、
去
年
に

－　
　
　
　
１

似
る
べ
く
も
あ
ら
ず
。
う
ち
泣
き
て
、
あ
ば
ら
な
る
板
敷
に
月
の

か
た
ぶ
く
ま
で
ふ
せ
り
て
、
去
年
を
思
ひ
い
で
て
よ
め
る
。

　
月
や
あ
ら
ぬ
春
や
昔
の
春
な
ら
ぬ
わ
が
身
ひ
と
つ
は
も
と
の
身

に
し
て

と
よ
み
て
、
夜
の
ほ
の
ぐ
と
明
く
る
に
、
泣
く
く
鑓
り
に
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
伊
勢
物
語
」
四
段
）

（
４
）
は
「
も
」
が
先
行
し
、
「
・
・
・
に
も
似
ず
」
、
（
５
）
は
、

助
動
詞
「
べ
し
」
と
承
接
し
、
「
終
止
形
」
の
「
似
る
」
で
あ
る

が
、
後
接
に
否
定
語
「
あ
ら
ず
」
が
あ
り
、
そ
れ
に
先
行
す
る
形

で
「
も
」
が
介
在
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
「
に
似
る
べ
く
も
あ
ら

ず
」
と
一
括
し
て
捉
え
、
否
定
語
と
共
起
し
た
用
法
で
あ
る
と
考

え
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
ら
れ
る
。

（
６
）
陸
奥
の
因
に
い
き
た
り
け
る
に
、
あ
や
し
く
お
も
し
ろ
き

所
く
多
か
り
け
り
。
わ
が
み
か
ど
六
十
能
因
の
中
に
、
護
憲

　
　
　
　
　
‐
－
－

　
　
　
　
　
　
－
－

（
し
ほ
が
ま
）
と
い
ふ
所
に
似
た
る
と
こ
ろ
無
か
り
け
り
。
さ
れ
ば

な
む
、
か
の
翁
さ
ら
に
こ
ゝ
を
め
で
て
、
護
憲
に
い
つ
か
来
に
け

む
と
よ
め
り
け
る
。

　
　
　
　
　
　
　
（
「
伊
勢
物
語
」
八
十
一
段
）

（
７
）
む
か
し
、
春
宮
の
女
御
の
御
方
の
花
の
賀
に
、
召
し
あ
づ
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け
ら
れ
た
り
け
る
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

　
花
に
あ
か
ぬ
歎
き
は
い
つ
も
せ
し
か
ど
も
今
日
の
こ
よ
ひ
に
似

－
　
－

　
　
　
－

る
時
は
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
伊
勢
物
語
」
二
十
九
段
）

（
６
）
は
、
助
動
詞
「
た
り
」
が
承
接
し
た
「
似
た
り
」
形
で
あ

り
、
「
似
る
」
を
直
接
否
定
す
る
（
４
）
「
似
ず
」
と
は
異
な
っ
て

い
る
が
、
後
接
部
に
「
な
か
り
」
が
存
し
、
述
部
に
否
定
詰
を
伴

う
、
と
い
う
こ
と
か
ら
、
（
５
）
の
形
式
と
は
用
法
を
異
に
す
る

が
、
後
接
部
に
「
否
定
詰
」
を
伴
っ
た
「
打
消
表
現
」
の
一
用
法

と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
す
る
と
（
７
）
も
「
似
る
・
・
・

な
し
」
と
述
部
に
否
定
詰
を
伴
う
形
式
と
し
て
考
え
ら
れ
、
「
伊

勢
物
語
」
中
に
お
い
て
は
、
「
似
る
」
は
否
定
詰
と
共
起
す
る
用

法
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
否
定
す
る
語
は
［
似
る
］
に
直
接

承
接
す
る
も
の
、
後
接
部
に
承
接
す
る
も
の
、
と
い
う
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
が
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

三
－
五
、
「
土
左
日
記
」
中
の
「
似
る
」

「
土
左
日
記
」
中
に
は
、
「
似
る
」
の
用
例
が
６
例
存
す
る
。

（
１
）
　
い
と
お
も
ひ
の
ほ
か
な
る
人
の
い
へ
れ
ば
、
ひ
と
み
’
べ
あ

や
し
が
る
。
こ
れ
が
な
か
に
、
こ
こ
ち
な
や
む
船
君
、
い
た
く
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｉ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

で
て
、
「
ふ
な
ゑ
ひ
し
た
う
べ
り
し
み
か
ほ
に
は
、
に
ず
も
あ
る
か

な
。
」
と
い
ひ
け
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
月
六
日
　
５
３
頁
）
　
　
　
一

（
２
）
か
ら
く
い
そ
ぎ
て
、
和
泉
の
灘
と
い
ふ
と
こ
ろ
に
い
た
り
　
　
3
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｉ
　
　
＝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

ぬ
。
け
ふ
、
う
み
に
な
み
に
Ａ
似
た
る
も
の
な
し
。
か
み
ほ
と
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１

の
め
ぐ
み
か
う
ぶ
れ
る
に
Ｂ
似
た
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
月
三
十
日
　
４
７
頁
）

（
Ｉ
）
は
打
消
の
助
動
詞
「
ず
」
と
承
接
し
、
（
２
）
は
Ａ
、
Ｂ
共

に
、
助
動
詞
「
た
り
」
と
承
接
し
て
い
る
が
、
（
２
Ａ
）
は
、
「
似

た
る
・
・
・
な
し
」
で
述
部
に
否
定
語
を
伴
う
形
式
で
あ
る
の
に

対
し
、
（
２
Ｂ
）
は
、
「
に
似
た
り
」
と
肯
定
形
で
あ
る
こ
と
が
明

ら
か
に
相
違
す
る
。



（
３
）
廿
九
日
。
大
湊
に
と
ま
れ
り
。
く
す
し
ふ
り
は
へ
て
、
屠

蘇
、
白
散
、
さ
け
く
は
へ
て
も
て
き
た
り
。
こ
ゝ
ろ
ざ
し
あ
る
に

ｉ似
た
り
。

（
十
二
月
廿
九
日
　
３
１
頁
）

（
３
）
は
、
助
動
詞
「
た
り
」
と
承
接
し
た
「
似
た
り
」
形
で
あ

り
、
（
２
Ｂ
）
と
同
質
の
も
の
で
あ
る
が
、
当
該
箇
所
の
『
日
本

古
典
文
学
大
系
』
「
頭
注
」
に
「
厚
意
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

「
似
た
り
」
は
仮
名
文
学
中
で
は
こ
の
日
記
だ
け
に
見
え
る
訓
点

１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１

語
。
」
と
あ
り
、
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』
「
脚
注
」
に
も
「
漢

文
訓
読
語
。
断
言
し
な
い
点
に
皮
肉
の
気
持
か
。
」
と
の
指
摘
が

あ
る
。

　
　
『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
の
「
こ
の
日
記
だ
け
に
見
え
る
訓
点

語
」
と
い
う
指
摘
は
、
「
土
左
日
記
」
に
限
っ
て
表
れ
る
訳
で
は

な
い
こ
と
は
、
明
ら
か
で
あ
る
が
、
「
に
似
た
り
」
形
が
漢
文
訓

読
に
用
い
ら
れ
る
、
と
い
う
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

　
築
島
裕
氏
は
、
『
平
安
時
代
の
漢
文
訓
読
語
に
つ
き
て
の
研
究
』

中
、
「
土
左
日
記
と
漢
文
訓
読
」
（
注
７
）
で
、
「
～
に
似
た
り
」
を
漢

文
訓
読
語
と
指
摘
し
、
「
～
に
似
た
り
」
と
同
じ
意
味
に
当
た
る

語
と
し
て
「
や
う
な
り
」
を
挙
げ
て
お
ら
れ
る
こ
と
も
、
「
に
似
た
り
」

形
が
用
い
ら
れ
る
と
「
漢
文
訓
読
語
」
で
あ
る
、
と
い
う
指
摘
に

結
び
つ
い
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
、
と
考
え
ら
れ
る
。
現
代
語
の

「
～
と
似
る
」
が
明
治
期
の
「
翻
訳
の
影
響
」
化
で
の
成
立
で
あ

る
な
ら
ば
、
「
似
る
」
と
い
う
動
詞
は
、
平
安
時
代
に
、
「
～
に
似

た
り
」
と
漢
文
訓
読
の
影
響
を
受
け
、
時
代
が
下
り
、
ま
た
、
新

た
に
明
治
期
に
格
助
詞
の
交
替
と
い
う
翻
訳
の
影
響
を
受
け
た
、

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

（
４
）
こ
こ
に
ひ
と
冷
べ
の
い
は
く
、
「
こ
れ
、
む
か
し
な
だ
か
く

き
こ
え
た
る
と
こ
ろ
な
り
。
故
惟
喬
親
王
の
お
ほ
ん
と
も
に
、
故

在
原
業
平
の
中
将
の
、
「
よ
の
な
か
に
た
え
て
さ
く
ら
の
さ
か
ざ

ら
ば
は
る
の
こ
ふ
ろ
は
の
ど
け
か
ら
ま
し
。
」
と
い
ふ
う
た
よ
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｉ

と
こ
ろ
な
り
け
り
。
」
い
ま
、
け
ふ
あ
る
ひ
と
、
と
こ
ろ
に
似
た
る

う
た
よ
め
り
。

　
ち
よ
へ
た
る
ま
つ
に
は
あ
れ
ど
い
に
し
へ
の
こ
ゑ
の
寒
さ
は
か

は
ら
ざ
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
月
九
日
　
５
５
頁
）
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（
４
）
も
助
動
詞
「
た
り
」
と
承
接
し
、
「
場
所
が
ら
に
ふ
さ
わ
し

い
歌
を
詠
ん
だ
」
と
解
釈
で
き
る
［
に
似
た
り
］
形
で
あ
る
が
、

「
に
似
た
り
。
」
と
文
が
終
止
せ
ず
に
、
連
休
修
飾
語
と
し
て
「
Ａ

に
似
た
る
Ｂ
」
と
、
既
に
現
代
語
「
Ａ
に
似
た
Ｂ
」
と
同
型
と
な

っ
て
い
る
。

（
５
）
　
（
略
）
か
へ
る
さ
き
の
か
み
の
よ
め
り
け
る
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１

　
し
ろ
た
へ
の
な
み
ぢ
を
と
ほ
く
ゆ
き
か
ひ
て
わ
れ
に
に
似
べ
き

　
　
　
ｉ

　
　
　
ｌ

は
た
れ
な
ら
な
く
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
十
二
月
廿
六
日
　
２
９
頁
）

（
５
）
は
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』
「
脚
注
」
に
「
誰
で
も
な
い
、

あ
な
た
な
の
に
。
新
任
者
へ
の
同
情
と
も
皮
肉
と
も
と
れ
る
よ
う

に
詠
ん
だ
。
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
断
言
し
な
い
こ
と
に
「
皮

肉
」
の
意
味
を
読
み
取
れ
ば
、
（
３
）
と
同
質
の
用
法
と
な
ろ
う
。

　
こ
こ
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
「
ず
」
や
「
な
し
」
等
、
直
截
的
な

否
定
語
を
伴
っ
た
用
法
で
は
な
い
が
、
後
接
部
に
「
な
く
に
」
が

あ
り
、
上
の
事
柄
を
打
ち
消
し
、
下
に
逆
接
的
に
続
け
る
も
の
で
、

文
意
か
ら
す
れ
ば
、
広
義
に
《
否
定
的
要
素
》
を
含
ん
だ
も
の
で

あ
る
、
と
し
、
「
伊
勢
物
語
」
中
の
用
例
と
同
様
に
捉
え
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、
と
思
わ
れ
る
。

三
－
六
、
「
枕
草
子
」
中
の
「
似
る
」

「
枕
草
子
」
三
巻
本
系
本
文
に
よ
る
と
、
「
似
る
」
の
用
例
は
2
1
側

見
ら
れ
、
未
然
形
が
５
例
、
連
用
形
が
1
3
例
（
内
「
似
て
１
‐
６

側
」
、
「
似
た
り
」
７
側
）
、
終
止
形
（
「
似
る
べ
し
」
の
形
で
）
２

側
、
連
体
形
が
Ｉ
例
で
あ
る
。

（
Ｉ
）
　
の
ぼ
る
送
り
な
ど
に
、
な
や
ま
し
と
い
ひ
て
い
か
ぬ
人
を

も
、
の
た
ま
は
せ
し
か
ば
、
あ
る
か
ぎ
り
つ
れ
だ
ち
て
、
こ
と
に

　
ｉ
　
　
ｌ

も
似
ず
、
あ
ま
り
こ
そ
う
る
さ
げ
な
め
れ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
九
十
段
　
１
４
１
頁
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｉ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

（
２
）
「
か
く
も
の
を
思
ひ
知
り
て
い
ふ
が
、
な
ほ
人
に
は
似
ず
お
ぼ

ゆ
る
。
「
思
ひ
ぐ
ま
な
く
、
あ
し
う
し
た
り
」
な
ど
、
例
の
女
の
や

う
に
や
い
は
む
と
こ
そ
思
ひ
つ
れ
」
な
ど
い
ひ
て
、
わ
ら
ひ
給
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
六
段
　
１
９
０
頁
）
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（
Ｉ
）
、
（
２
）
は
「
に
似
ず
」
形
で
、
（
１
）
は
、
「
ほ
か
の
舞
姫

の
と
き
と
ち
が
っ
て
、
あ
ま
り
に
も
お
お
げ
さ
で
あ
っ
た
よ
う
だ
」
、

（
２
）
は
「
そ
う
万
事
を
理
解
し
て
い
う
の
が
、
や
は
り
他
の
人

と
は
ち
が
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
」
と
解
釈
さ
れ
る
用
例
で
あ
る
。

ま
た
、
（
２
）
は
会
話
文
中
に
「
似
ず
」
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
文

章
語
専
用
で
は
な
か
っ
た
傍
証
と
も
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
否
定
語
と
共
起
し
た
打
消
表
現
に
用
い
ら
れ
る

「
似
る
」
は
、
中
古
仮
名
文
で
広
く
用
い
ら
れ
、
他
の
類
義
語
、
例

え
ば
「
ゴ
ト
シ
」
と
の
比
較
に
お
い
て
は
、
明
ら
か
な
相
違
点
と

し
て
捉
え
ら
れ
る
用
法
で
あ
る
、
と
考
え
ら
れ
る
（
注
８
）
。

（
３
）
さ
れ
ど
、
な
り
給
ひ
に
し
か
ば
、
ま
こ
と
に
さ
う
ざ
う
し
か

り
し
に
、
源
中
涛
お
と
ら
ず
思
ひ
て
、
ゆ
ゑ
だ
ち
遊
び
あ
り
く
に
、

宰
相
の
中
躊
の
御
う
へ
を
い
ひ
い
で
て
、
「
「
未
だ
三
十
の
期
に
及

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｉ

ば
ず
」
と
い
ふ
詩
を
、
さ
ら
に
こ
と
人
に
ａ
似
ず
、
誦
じ
給
ひ
し
」

な
ど
い
へ
ば
、
「
な
ど
て
か
そ
れ
に
お
と
ら
ん
。
ま
さ
り
て
こ
そ
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
ー
　
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１

め
」
と
て
よ
む
に
、
「
さ
ら
に
ｂ
似
る
べ
く
だ
に
あ
ら
ず
」
と
い
へ
ば
、

「
わ
び
し
の
こ
と
や
。
い
か
で
あ
れ
が
や
う
に
誦
ぜ
ん
」
と
の
た
ま

ふ
を
、
「
「
三
十
の
期
」
と
い
ふ
所
な
ん
、
す
べ
て
い
み
じ
う
愛
敬

（
あ
い
ぎ
や
う
）
づ
き
た
り
し
」
な
ど
い
へ
ば
、
ね
た
が
り
て
わ
ら

ひ
あ
り
く
に
、
陣
に
つ
き
給
へ
り
け
る
を
、
わ
き
に
よ
び
出
で
て
、

「
か
う
な
む
い
ふ
。
な
ほ
そ
こ
も
と
教
へ
給
へ
」
と
の
た
ま
ひ
け
れ

ば
、
わ
ら
ひ
て
教
へ
け
る
も
知
ら
ぬ
に
、
局
の
も
と
に
き
て
い
み

じ
う
よ
く
似
せ
て
よ
む
に
、
あ
や
し
く
て
、
「
こ
は
誰
そ
」
と
問
へ
ば
、

笑
み
た
る
努
に
な
り
で
、
「
い
み
じ
き
こ
と
を
聞
え
ん
。
か
う
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

う
、
昨
日
陣
に
つ
き
た
り
し
に
、
問
ひ
聞
き
た
る
に
、
ま
づ
ｃ
似

－－
た
る
な
な
り
。
「
た
れ
ぞ
」
と
に
く
か
ら
ぬ
け
し
き
に
て
問
ひ
給
ふ

は
」
と
い
ふ
も
、
わ
ざ
と
な
ら
ひ
給
ひ
け
む
が
を
か
し
け
れ
ば
、

こ
れ
だ
に
誦
ず
れ
ば
出
で
て
も
の
な
ど
い
ふ
を
、
「
宰
相
の
中
将

の
徳
を
見
る
こ
と
。
そ
の
方
に
向
ひ
て
を
が
む
べ
し
」
な
ど
い
み
。

下
に
あ
り
な
が
ら
、
「
上
に
」
な
ど
い
は
す
る
に
、
こ
れ
を
う
ち
出

づ
れ
ば
、
「
ま
こ
と
は
あ
り
」
な
ど
い
ふ
。
御
前
に
も
、
か
く
な
ど

中
せ
ば
、
わ
ら
は
せ
給
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
一
段
　
２
１
８
～
２
１
９
頁
）

（
３
ａ
）
は
「
に
似
ず
」
形
で
、
（
Ｉ
）
、
（
２
）
と
同
質
の
用
法
で

あ
る
が
、
（
３
ｂ
）
も
後
接
部
に
「
あ
ら
ず
」
と
あ
り
、
否
定
語

と
共
起
し
た
「
打
消
表
現
」
と
考
え
ら
れ
る
。
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（
４
）
く
れ
な
ゐ
の
御
衣
ど
も
よ
ろ
し
か
ら
ん
や
は
。
中
に
唐
綾

の
柳
の
御
衣
、
葡
萄
染
（
え
び
ぞ
め
）
の
五
重
が
さ
ね
の
織
物
に

赤
色
の
唐
の
御
衣
、
地
摺
の
唐
の
薄
物
に
、
象
眼
（
ざ
う
が
ん
）

重
ね
た
る
御
裳
な
ど
た
て
ま
つ
り
て
、
も
の
の
色
な
ど
は
、
さ
ら

　
　
　
　
Ｉ
　
　
Ｉ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

に
な
べ
て
の
に
似
る
べ
き
や
う
も
な
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
七
八
段
　
２
９
６
頁
）

（
５
）
か
へ
ら
せ
給
ふ
御
輿
の
さ
き
に
、
獅
子
・
狛
犬
な
ど
舞
ひ
、

あ
は
れ
さ
る
事
の
あ
ら
ん
、
ほ
と
と
ぎ
す
う
ち
鳴
き
、
こ
ろ
の
は

　
　
ー
―

ど
さ
へ
似
る
も
の
な
か
り
け
ん
か
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
二
一
段
　
２
５
３
頁
）

（
４
）
は
「
衣
の
色
な
ど
は
全
然
一
般
の
も
の
に
似
て
い
よ
う
は

　
漢
文
訓
説
諭
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
「
に
似
た
り
」
形
は
、
（
３

ｃ
）
の
よ
う
に
、
通
常
の
肯
定
文
も
存
す
る
が
、
［
に
］
と
」
「
似

た
り
」
と
の
間
に
「
係
助
詞
」
が
介
在
す
る
例
が
見
ら
れ
る
。

（
６
）
ほ
ほ
・
ぬ
り
ぼ
ね
な
ど
、
骨
は
か
は
れ
ど
、
た
だ
あ
か
き
紙

を
、
お
し
な
べ
て
う
ち
つ
か
ひ
も
た
ま
へ
る
は
、
撫
子
（
な
で
し

　
　
　
　
　
　
‥
－
‐

こ
）
の
い
み
じ
う
咲
き
た
る
に
ぞ
い
と
よ
く
似
た
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
五
段
　
７
８
頁
）

（
７
）
（
略
）
上
の
、
「
こ
の
わ
た
り
に
見
え
し
色
紙
に
こ
そ
い
と
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よ
く
似
た
れ
」
と
う
ち
ほ
ほ
笑
ま
せ
給
ひ
で
、
い
ま
一
つ
御
厨
子

の
も
と
な
り
け
る
を
と
り
て
、
さ
し
賜
は
せ
た
れ
ば
、
（
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
コ
ニ
ハ
段
　
１
９
４
頁
）

（
８
）
わ
が
乗
り
た
る
は
、
き
よ
げ
に
造
り
、
妻
戸
あ
け
、
格
子

あ
げ
な
ど
し
て
、
さ
水
と
ひ
と
し
う
下
り
げ
に
な
ど
あ
ら
ね
ば
、

た
だ
家
の
小
さ
き
に
て
あ
り
。

　
小
舟
を
見
や
る
こ
そ
い
み
じ
け
れ
。
遠
き
は
ま
こ
と
に
笹
の
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
‥
―

を
作
り
で
う
ち
散
ら
し
た
る
に
こ
そ
い
と
よ
う
似
た
れ
。
と
ま
り

た
る
所
に
て
、
船
ご
と
に
と
も
し
た
る
火
は
、
ま
た
い
と
を
か
し

う
見
ゆ
。

ず
も
な
い
」
、
と
解
釈
で
き
る
。
「
能
因
本
」
本
文
は
「
も
の
の
色
、

さ
ら
に
な
べ
て
似
る
べ
き
や
う
な
し
」
と
あ
り
、
「
も
」
の
有
無
が

存
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
、
「
似
る
」
に
対
応
す
る
箇
所
に
「
や
う
」

が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
注
目
さ
れ
る
。

（
５
）
は
、
三
巻
本
と
対
応
す
る
箇
所
が
能
因
本
に
は
存
し
な
い

が
、
（
４
）
と
同
様
、
後
接
部
に
否
定
語
「
な
し
（
な
か
り
）
」
が

あ
り
、
（
３
ｂ
）
と
同
用
法
と
考
え
ら
れ
る
。



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
〇
六
段
　
３
１
６
頁
）

（
９
）
僧
都
・
僧
正
に
な
り
ぬ
れ
ば
、
佛
の
あ
ら
は
れ
給
へ
る
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
ゝ
Ｉ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

う
に
、
お
ぢ
ま
ど
ひ
か
し
こ
ま
る
さ
ま
は
、
な
に
に
か
似
た
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
六
段
　
２
３
６
頁
）

（
６
）
は
「
ぞ
」
で
「
紙
が
撫
子
が
美
し
く
咲
い
て
い
る
の
に
た

い
へ
ん
よ
く
似
て
い
る
」
、
（
７
）
は
「
こ
そ
」
で
「
主
上
が
「
こ

の
辺
に
あ
っ
た
色
紙
に
そ
っ
く
り
だ
な
」
と
微
笑
な
さ
れ
て
」
と

解
釈
で
き
る
。
（
６
）
、
（
７
）
は
対
象
が
「
紙
」
で
共
通
し
、
「
に
」

と
「
似
た
り
」
と
の
間
に
は
、
現
代
語
の
連
休
修
飾
「
Ａ
に
／
と

似
た
Ｂ
」
で
指
摘
さ
れ
た
「
（
い
と
）
よ
く
」
が
あ
る
。
（
８
）
は
、

「
こ
そ
」
で
「
舟
が
笹
の
葉
を
散
ら
し
た
の
に
そ
っ
く
り
だ
」
と

解
釈
で
き
る
が
、
（
６
）
、
（
７
）
同
様
「
い
と
よ
く
」
が
介
在
し

て
お
り
、
「
似
た
り
」
が
用
い
ら
れ
た
場
面
も
「
漢
文
」
乃
至
は

「
漢
文
訓
読
」
的
で
あ
る
、
と
い
う
必
然
性
は
、
想
定
し
に
く
い
。

　
　
（
９
）
の
、
「
に
」
と
「
似
た
り
」
と
の
間
に
介
在
す
る
係
助

詞
は
「
か
」
で
あ
る
が
、
「
僧
都
・
僧
正
」
「
佛
」
と
あ
り
、
こ
こ

で
は
「
仏
教
」
的
環
境
が
想
定
で
き
る
が
、
現
代
語
「
似
る
」
の

用
法
で
「
不
定
称
の
下
に
は
、
二
が
下
接
す
る
。
」
と
指
摘
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
も
「
な
に
に
」
と
な
っ
て
い
る
点
、
同

質
の
用
法
で
あ
り
、
他
の
係
助
詞
介
在
と
同
列
に
扱
っ
て
よ
い
の

で
は
な
い
か
、
と
考
え
る
。

（
1
0
）
桧
の
木
、
ま
た
け
ぢ
か
か
ら
ぬ
も
の
な
れ
ど
、
三
葉
四
葉

の
殿
づ
く
り
も
を
か
し
。
五
月
に
雨
の
磐
を
ま
な
ぶ
ら
ん
も
あ
は

れ
な
り
。

　
か
へ
で
の
木
の
さ
さ
や
か
な
る
に
、
も
え
い
で
た
る
葉
末
の
あ

か
み
て
、
お
な
じ
か
た
に
ひ
ろ
ご
り
た
る
、
葉
の
さ
ま
、
花
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

い
と
物
は
か
な
げ
に
、
虫
な
ど
の
か
れ
た
る
に
似
て
を
か
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
〇
段
　
８
８
頁
）

（
1
0
）
の
三
巻
本
と
対
応
す
る
能
因
本
本
文
は
、
「
虫
な
ど
の
乾
れ

　
ー
　
－
た
る
や
う
に
て
を
か
し
。
」
と
な
っ
て
お
り
、
（
４
）
同
様
「
似
る
」

と
和
文
語
「
や
う
な
り
」
と
の
近
似
の
性
質
を
有
し
て
い
る
こ
と

が
窺
え
る
。
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四
、
お
わ
り
に

　
以
上
、
平
安
時
代
初
・
中
期
の
仮
名
文
に
見
ら
れ
る
「
似
る
」

の
用
法
を
考
察
し
た
。
そ
の
結
果
、
「
似
る
」
は
、
否
定
語
と
共

に
用
い
ら
れ
る
用
法
が
多
数
で
あ
り
、
こ
の
点
で
は
、
［
ゴ
ト
シ
］

と
い
う
よ
り
も
、
漢
文
訓
読
語
「
シ
ク
」
（
「
シ
カ
ズ
」
等
）
に
近

似
の
性
質
を
有
す
る
、
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。

・
い
と
若
う
を
か
し
げ
な
る
声
の
、
な
べ
て
の
人
と
は
聞
こ
え
ぬ
、

　
　
　
　
　
　
―
　
―

（
女
）
「
朧
月
夜
に
似
る
も
の
ぞ
な
き
」
と
、
う
ち
誦
じ
て
、
こ
な

た
ざ
ま
に
は
来
る
も
の
か
。
い
と
う
れ
し
く
て
、
ふ
と
袖
を
と
ら

へ
た
ま
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
源
氏
物
語
」
花
宴
（
一
）
４
２
６
頁
）

こ
の
用
例
に
つ
い
て
、
小
学
館
『
日
本
古
典
文
学
全
集
』
「
頭
注
」

る
」
と
言
い
か
え
た
と
も
、
当
時
す
で
に
「
似
る
」
と
伝
承
さ
れ

て
い
た
と
も
い
わ
れ
る
。
こ
の
歌
に
よ
っ
て
、
こ
の
女
を
朧
月
夜

と
称
す
る
。
」
と
指
摘
す
る
記
述
が
あ
る
が
、
「
似
る
」
の
語
性
を

考
え
た
と
き
に
、
重
要
な
指
摘
で
あ
る
。

　
ま
た
、
「
に
似
た
り
」
形
は
、
「
漢
文
訓
読
語
」
で
あ
る
、
と
の

指
摘
が
あ
る
が
、
「
に
」
と
「
似
た
り
」
と
の
間
に
、
「
ぞ
」
「
こ

そ
」
等
の
係
助
詞
が
介
在
し
た
り
、
「
い
と
よ
く
」
等
の
修
飾
語

が
介
在
し
て
お
り
、
漢
文
訓
読
に
み
ら
れ
た
「
形
式
用
言
」
と
し

て
の
「
に
似
た
り
」
形
で
は
な
く
、
仮
名
文
に
用
い
ら
れ
た
「
に

似
た
り
」
形
は
、
状
態
性
を
有
し
た
「
実
質
動
詞
」
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。

　
他
の
作
品
、
例
え
ば
「
源
氏
物
語
」
の
「
似
る
」
の
意
味
用
法
、

ま
た
中
世
以
降
の
変
遷
過
程
、
「
シ
ク
」
や
「
ゴ
ト
シ
」
、
「
や
う

な
り
」
等
の
、
所
謂
類
義
語
と
の
関
係
、
更
に
は
「
す
ぐ
る
」
等
、

現
代
語
で
「
て
い
る
」
と
共
に
用
い
ら
れ
る
動
詞
群
と
の
関
係
、

等
々
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
論
じ
た
い
と
思
う
。

　
ご
教
授
賜
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
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に
「
「
照
り
も
せ
ず
曇
り
も
は
て
ぬ
奏
の
夜
の
朧
月
夜
に
し
く
も

ーの
ぞ
な
き
」
（
大
江
千
里
集
、
新
古
今
・
奏
上
　
大
江
千
里
）
に

よ
る
。
「
し
く
」
は
漢
文
訓
読
語
な
の
で
、
女
に
ふ
さ
わ
し
く
「
似



（
尚
、
本
文
は
、
「
源
氏
物
語
」
は
小
学
館
『
日
本
古
典
文
学
全

集
』
、
そ
の
他
は
、
岩
波
書
店
『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
に
依
っ

た
。
ま
た
、
私
意
に
句
読
点
等
を
改
め
た
箇
所
が
あ
る
。
用
例
検

索
に
あ
た
っ
て
は
、
各
種
『
索
引
』
を
利
用
さ
せ
て
頂
い
た
。
）

【
注
一

（
注
１
）

（
注
２
）

三
省
堂
　
昭
和
４
２
《
１
９
６
７
》
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
は
、
用
例
が
あ
り
、
例
え
ば

Ｊ
ご
７
０
０
検
索
（
２
０
０
４
／
１
２
現
在
）
で
は
「
似
れ

ば
」
約
１
８
０
０
作
、
「
似
ろ
」
約
８
０
作
、
で
あ
る
。

因
み
に
「
似
な
い
」
約
二
万
件
、
「
似
ず
」
　
一
万
三
千

作
、
で
ほ
ぼ
桔
抗
し
、
「
似
る
」
は
約
九
万
件
、
「
似
て

い
る
」
二
百
万
作
で
あ
り
、
「
似
れ
ば
」
「
似
ろ
」
と
は
、

明
ら
か
に
違
い
が
あ
る
。

（
注
３
）
　
森
田
良
行
　
角
川
書
店
　
平
成
元
《
１
９
８
９
》
。
同

　
　
　
　
書
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
、
こ
の
種
の
動
詞
は
、
例
え
ば
、

　
　
　
　
「
そ
び
ゆ
」
の
場
合
、
「
源
氏
物
語
」
に
三
門
「
紫
式

　
　
　
　
部
日
記
」
に
一
例
、
と
用
例
数
は
、
少
な
い
が
、
「
す

　
　
　
　
ぐ
る
」
の
場
合
、
「
源
氏
物
語
」
に
は
コ
一
五
例
見
ら

　
　
　
　
れ
、
中
古
か
ら
用
例
が
存
す
る
こ
と
が
解
る
。

（
注
４
）
　
（
「
特
集
　
日
本
語
教
育
と
日
本
語
文
法
　
格
助
詞
と

　
　
　
　
動
詞
　
―
「
～
に
似
る
」
と
「
～
と
似
る
」
を
中
心
に

　
　
　
　
ー
」
『
日
本
語
学
』
２
０
１
３
　
《
２
０
０
１
／
０
３
》
。

（
注
５
）
　
例
え
ば
、
『
萬
葉
集
　
二
』
（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
）

　
　
　
　
（
佐
竹
昭
広
他
校
注
　
岩
波
書
店
　
《
２
０
０
０
》
6
9

　
　
　
　
頁
脚
注
参
照
。

（
注
６
）
　
小
学
館
『
古
語
大
辞
典
』
中
田
祝
夫
他
編
　
小
学
館

　
　
　
　
《
１
９
８
９
》
。

（
注
７
）
　
第
六
章
第
三
節
参
照
。
東
京
大
学
出
版
会
　
昭
和
3
8

　
　
　
　
《
１
９
６
３
）
。

（
注
８
）
　
例
え
ば
、
「
源
氏
物
語
」
で
は
、
「
似
る
」
一
三
二
例
中
、

　
　
　
　
八
九
例
が
「
打
消
表
現
」
の
用
法
で
あ
る
。
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